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ヘテロな環境から生まれるもの

　このところ、自分とは異質な環

境にあえて身をおくことが多くな

りました。何故か、というと、自

分の持っていない「何か」を得た

いと強く思い始めたからです。

　学位を取得した後、企業、大学

など、色々な環境で色々な人と出

会い、色々な経験をする機会を色

色な皆さんから与えていただきま

した。その中で、電子顕微鏡画像

解析手法や二次元電気泳動像自動

解析などの研究を行い、実験科学

者との交流が始まり、次第に、新

しい「何か」を始めるためのヘテ

ロな環境の重要性を実感するよう

になりました。

　CBRCに赴任してから、その思

いはさらに強くなりました。ご存

知の通り、CBRCはバイオインフ

ォマティクスに特化した研究拠点

です。常々、優れたバイオインフ

ォマティクス研究を行うためには、

実験科学者との密でかつ対等な連

携が必須だと考えています。特に

私が担当している分野の研究では、

実験科学者との連携が必須ですが、

なかなか対等な関係を実現するの

は難しく、大体の場合、実験科学

者が生産するデータをもらって、

その解析を行わせてもらうのが関
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の山です。インフォマティクス側

の要請に合わせた実験系を組んで

もらえるのは、相手がよほどバイ

オインフォマティクスを理解して

いる場合に限られますし、また、

逆にバイオインフォマティクスに

特化することで、密な連携がしに

くくなる面もあります。

　そこで、バイオインフォマティ

クス側内部に実験科学的要素を取

り込むことを考えました。自分自

身の中に自分とは異なる相手の要

素を取り込み、ヘテロな環境を作

ることによって、自分とは異なる

相手との、より密で対等な連携を

促進しようと試みたわけです。

　周りの皆さんのご理解もあり、

なんとか外部資金を得て、バイオ

インフォマティクスに特化した研

究環境の中に、計測科学というヘ

テロな要素を取り込むことができ

ました。ここでは、それぞれ分野

も価値観も異なるヘテロな集団と

して研究開発を行っています。誰

一人として同じ分野の人間はおら

ず、時として、同一話題で話をす

ることすら難しい環境です。しか

し、産学官連携プロジェクトのも

と、外部の、自分とは異なる相手

と密に連携する際、これらのヘテ

ロな人材が持つ多様性が大変うま

く働いているのだと感じます。ま

た、それぞれが互いの文化を理解

し、互いを尊重し、一つの目標に

向かって一致団結した時、初めて、

新しい「何か」が生まれるのだと

も感じています。

　自分とは異なるヘテロな存在を

自分に取り込むことにより、様々

な可能性が広がるのですが、自分

自身が他から「ヘテロな」存在に

なる事も忘れてはいけません。多

様性のため、自分自身のアイデン

ティティーが希薄化する危険性も

はらんでいます。自分自身のアイ

デンティティーをどう保持し、ヘ

テロな環境から何を創造するか、

それが今問われています。「実験」

はまだ始まったばかりです。
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